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CST 推進委員会・厚生労働班会議合同企画
CST CST推進委員会・厚生労働班会議合同企画「これからのカダバーサージカルトレーニング」
4 月 29 日（土）13：20～15：20 第 6 会場（国際館パミール 2F 青葉）

司会：CST推進委員会委員長・厚労補助金研究事業研究代表者（京都大学肝胆膵・移植外科） 波多野悦朗
CST推進委員会副委員長・厚労補助金研究事業研究者（高槻赤十字病院消化器外科） 平松 昌子

CST-1 基調講演：CSTのこれまでと今後の課題 北海道大学消化器外科 II 七戸 俊明
CST-2 献体を扱う医科大学としての使命として

東京慈恵会医科大学産学連携講座腎臓再生医学講座 小林 英司
CST-3 CST実施に係る指導監督者としての課題 東北大学器官解剖学 大和田祐二
CST-4 カダバーサージカルトレーニングに対する行政からの期待

厚生労働省医政局医事課 大髙 俊一
CST-5 日本の医学研究・教育と医療機器開発の現状 文部科学省高等教育局医学教育課 堀岡 伸彦
CST-6 総合討論 ディスカッサント：日本整形外科学会理事 種市 洋

日本脳神経外科学会 間瀬 光人
日本歯科医学会評議員 窪木 拓男
日本医学会連合理事 北川 雄光

主催：日本外科学会CST推進委員会
共催：2022 年度厚生労働行政推進調査事業費補助金

地域医療基盤開発推進研究事業「献体による効果的医療技術教育システムの普及推進に関する研究」


